
 

 

 

 

各地域でメーデーを開催 

 5 月 1 日（教職員労組は 4/29）に各地域・産別組合がメーデーの式典を開催しました。最

近ではあまりなかった雨と風のため、デモ行進を中止した地域もありましたが、式典は予定

通り行われました。 

5 月 1 日は平日で式典は日中に開催されましたが、県春闘共闘や神奈川労連の構成組織が

参加するメーデー全体で 3300 人を超える仲間が結集し、労働時間の短縮や春闘での大幅賃

上げなどを求めて交流し団結を固め、アピールしました。 

 

 

【反町メーデー】 

5 月 1 日反町公園にて、かながわ地域労働運動交流・かながわユニオン協議会・神奈川県

労働組合協議会主催でメーデー集会が降りしきる雨の中開催され、国労からは退職者組合

を含めて 36 名が参加しました。集会は 10 時から峰尾（高教組）さんの司会で始まり、実

行委員会のあいさつでは、かながわ地域労働運動交流の佐藤さん、かながわユニオン協議

会から大須賀さん、神奈川労働組合協議会から小内さんがそれぞれあいさつされました。

続いて神奈川労働センターから来賓あいさつ、集会参加の労働組合と民主・市民団体など

から闘いの報告とあいさつがされました。国労からは、本間書記長があいさつしました。      

次にかながわシティユニオンの桜井さんのマジックが行われ

ました。ネタばれのマジックもあり会場の笑いを誘っていま

した。その後、スローガンの読み上げがあり、 

菊本（相鉄労組）さんの閉会あいさつと団結ガンバローで集会

が終わりました。集会終了後デモに出発し、沢渡中央公園で流

れ解散となりました。 

 

 

【教職員労組メーデー】 

今年も横浜市立高等学校教職員組合と神奈川県立障害児学校教

職員組合の共催で独自メーデーを 4 月 29 日に開催しました。横

浜市従会館にてアピール集を開き各分会から学校現場の悲痛な声

を訴える歌や寸劇などによる発表を行いました。その後桜木町駅

前からの行進を行いました。前半の連休最終日の 16 時ごろで人

通りはあまり多くありませんでしたが、風船と着ぐるみ「まもる

くん」で注目を浴びました。コールもラップ調で初チャレンジ

し、新役員も「楽しくコールできた」と感想を述べています。 
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「教員増やせ」「残業減らせ」など切実な思いをコールで訴え

ました。今後の集会では、青年教職員の参加を広げる工夫を

進めていこうということになっています。 

 

 

 

 

【県・横浜メーデー、港湾メーデー】 

 県・横浜メーデー には昨年とほぼ同じの約 1500 人

が結集。春闘や要求実現などで奮闘する仲間からの発言

や、能登震災の木造仮設住宅の建設に参加した建設労連・

神奈川土建の仲間からの特別報告、争議裁判闘争を闘っ

ている仲間からのアピールなどが行われました。 

 

 港湾労組も参加した港湾メーデー には、約 550 人が参加。自交総連の冨松委員長が来

賓として連帯のあいさつを行いました。 

 

 

【各地域のメーデー】 

 西湘地区メーデー 

110 人が参加。現市長からメッセージが寄せられ、デモ行

進中、小田原駅頭宣伝中の前市長や野党市議からのエール

の交換もあり多彩なメーデーとなりました。 

 

  

湘南メーデー  

  180 人が参加。コロナ禍でなかなか参加できなかった藤沢病

院労組の仲間も久しぶりに参加しました。また、平塚メーデー

が開催できていないこともあり、初めて湘央建設組合が参加。

要求アピールコンテストやくじ引き抽選会も実施し、楽しみ

ながらの式典となりました。 

 

 

鎌倉逗子葉山地域統一メーデー  

  由比ガ浜海浜公園で開催され、休暇をとった職場の仲間など約 60 人が参加しました。    

強 い風雨のため、式典を短縮しデモは中止となりました。プラカードコンテストでは、雨

の中でも果敢に作成したプラカードを掲げた年金者組合が最優秀賞を獲得し、表彰されま

した。 

県・横浜メーデー 

湘南メーデー 



厚木地区統一メーデー  

121 人が参加。雨のためデモ行進は中止しましたが、式典後に 6 つの自治体への要請行動  

をとりくみました。 

 

相模地域メーデー 

150 人が参加してデモ行進まで実施しました。 

 

 

【ラジオで紹介されたメーデー横須賀三浦地区集会】 

横須賀三浦地区集会  

県内唯一の午後からの開催。150 人が参加し、当初はデモ行進も予定していましたが、風

雨が強くなりデモ行進は中止となりましたが、式典は予定通りのスケジュールで開催されま

した。 

 来賓としてあいさつした呉東弁護士は、原子力空母の交代にかかわる市議会あての署名の

とりくみを紹介し「高校生が多く署名をしてくれるが、横須賀に原子力空母が配備されてい

ることを知らない若者もいる」と訴え、伝え広げていくことを強調しました。 

 参加したすべての組織から発言があり、うわまち病院労組の仲間は「新採用者に意識の変

化がある。昨年の新歓では 3 人だった組合加入者が、今年は 14 人に増えた」と報告。三浦市

職労の仲間は、公務の職場でも人手不足が深刻になっている状況を話し、「労働組合として当

局と共同して定着をはかるとりくみを行っている」と報告しました。 

 翌日早朝のラジオで「横須賀の集会に行ってきました。雨でデモは中止になりました」と

のリスナーのメールが紹介されました。 

 

 川崎メーデー  

中原平和公園・野外音楽堂で式典を開催し、約 400 人が参

加。舞台は屋根がありましたが、客席は雨ざらしで大変でし

たが予定どおり式典をやり切り、悪天に負けず元気にデモ行

進でアピールしました。 

 

 

  

 


